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平成27年地域政策研究センター（地域提案型・後期） 採択課題
～想像力と行動力で老朽化施設を活かす～

▼研究の概要（背景・目標）

▼現地視察・提案・検討

大学生と共に現地視察、地元関係者との懇談などを踏まえ

活用提案を行った。若者目線も光る。

獣害へのハンター不足とレジャーも兼ねて「狩猟の里」提

案。ドラム缶風呂やジビエ等「こんな一日」も。

「天体観測」や「動物を見るカフェ」など自然、地理的条件

を活かした提案。事業の利点、欠点も検討。

「日曜朝市、ふるさと収穫祭」といった現在も地元で行われ

ている活動を敷延拡大していく。地元コミュニティに着目。

▼研究の内容（方法・経過）

各種情報収集、全国事例の視察、現地提案などを行った。当該案件と同様な対象は全国に存在するが、活用方法と

共に「運営体制」の効果が推測され、主にネット情報をもとに幾つかのユニークな運営体制・主体を探った。また、事例

についても特徴的なものを扱っている。さらに若者世代からの発想なども取り入れた。

今日、老朽化した公共施設に対する対応が全国的に課題となっている。宮古市野外活動センター・アイススケート場

の廃止後も同様な状況にある。費用対効果などからそのままの維持は難しい面もある。しかしこうした施設は市民に

とって非常に重要であり、その活用利益は地域内外に渡るものである。また、運営管理にあたっていた団体にとっ

て、施設に対する愛着と、同時にこうした施設運営管理を通じた地域貢献・活性化への意義は大きい。こうした思

いや経験を、仮に施設閉鎖になっても、この場所や新たな施設の運営のなかに反映させることが様々な意味にお

いて重要・有効と考えられる。その為の利用・運営方法を検討していくのが本研究の目的である。

▼運営主体・運営体制もポイント

▼イメージを喚起させる（全国事例）

「ＰＰＰ（Public-Private-Partnership）」や「ＰＦＩ（Private-

Finance-Initiative）」といった官民協働の運営方法も近年

は重視。金沢21世紀美術館と旭山動物園と武雄市図書館

のコラボなどもユニークで美術館＋動物園＋図書館という

異なる機能・施設の連動・融合も興味深い。「コンエルジェ」

サービスなど取り組みも。「くまもとの森都心プラザ図書館」

など問題施設を「図書館」とした活用も。＜図書館と森の動

物、カフェを連動する＞など。図書館の利用イメージの他

に、＜資料館＞など文化施設として既存施設を活用する方

法も見られる。「ふくろうの森」が運営する鳴門市立図書館、

森、文化などの分野・要素にプラスαのイメージ・内容を付

加するなど検討出来ないか。

「赤崎水曜日郵便局」の取り組み（熊本県津奈木町）廃校

小学校から海を隔てて見える島にポスト。水曜日になると明

かりが灯る。全国の誰かとから手紙で交信。

▼おわりに

「ハイジ牧場（北海道夕張郡長沼町）」低コスト、身近な素材

活用など、自然環境・立地性からも参考になる。

各事例や現地調査からの提案だが、一方で当該地域での

実際の事業となると多くの課題もあろう。本研究において地

元関係者の方々をはじめ多くのお世話になった。深く感謝す

ると共に引き続き地域状況を見つめ応援したい。

～想像力と行動力で老朽化施設を活かす～
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